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総務企画課　企画調整係　�46-5578
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　前年度の財政状況などを踏ま
えながら財政計画の見直しをす
るとともに、歳入確保対策プロ
ジェクトチームを設置し、新た
な歳入確保に向けての検討、取
り組みを積極的に実施してい
る。また引き続き繰上償還を実
施しながら、町債残高の計画的
な削減を進める。

　前年度の財政状況や国の財政
構造改革などの動向を踏まえ、
毎年５年間の財政計画の見直し
を図った。また、町債残高につ
いては、繰上償還を実施するな
ど計画的に削減した。（19年度末
113.3億円）

　中期的な財政計画に基に、歳
入の確保、歳出の抑制を行い、
健全な財政運営を目指す。
◎町債残高の目標
　17年度末119.1億円→22年度
末97.9億円（削減率17.8％）

�計画的な財
　政運営の推
進　　　

　　【３項目】

　歳入確保に向けて、新たに町
ホームページへの有料バナー広
告の掲載と、ふるさと納税制度
の整備活用を実施する。また滞
納整理事務マニュアルを作成
し、収納率の向上を図る。さら
には基礎調査に基づく赤線、青
線の売り払いや、町営住宅跡地
などの未利用財産の処分を促進
していく。

　税徴収率の向上を図るため臨
時戸別訪問徴収強化を年間３回
実施した。また広報誌やホーム
ページへの有料広告掲載の検討
や、未利用財産の処分を進める
ため、遊休地売り払い促進に係
る法定外公共物基礎調査を実施
した。

　受益と負担の観点から町民負
担のあり方を点検し、使用料な
どの見直しを行うとともに、税
収の確保など自主財源の拡充を
図る。

�歳入の確保
　　【７項目】

　20年度において、職員の給料
削減を管理職５％、一般職２％
で実施している。また引き続き、
枠配分による物件費の削減や町
単独補助金などの見直しによる
削減を行い、歳出の抑制を図っ
ている。

　各課等において、物件費の枠
配分方式を採用し、対18年度予
算比5.7％の削減に取り組んだ。
また町単独補助金等の見直しを
行い、対18年度予算比５％の削
減に取り組んだ。

　人件費や物件費などの経常的
経費の抑制を図るとともに、投
資的経費についても優先度や成
果を検証しながら、その抑制に
取り組む。

�歳出の抑制
　　【６項目】

　下水道、農業集落排水使用料
の10％アップ改正を行った。引
き続き、広報等による啓発活動
を実施し、水洗化率の向上に努
めた。

　上水道、簡易水道料金の３％
アップ改定を行った。また、広
報等による啓発活動を実施し、
水洗化率の向上に努めた。

　独立採算の観点から経営の再
点検を行い、さらなる経営健全
化に取り組む。

�公営企業な
　どの健全化
　　【２項目】
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「
ふ
る
さ
と
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納

税
）」
制
度
と
は
、「
生
ま
れ
故
郷
」

や
「
か
つ
て
住
ん
で
い
た
、
ま
た
は

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
ゆ
か
り
の
あ

る
地
」
な
ど
の
応
援
し
た
い
と
思
う

自
治
体
へ
の
寄
付
金
額
か
ら
５
０
０

０
円
を
差
し
引
い
た
額
が
、
今
、
お

住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
自
治
体
の
住

民
税
な
ど
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度

（
控
除
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
）の

こ
と
で
、「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た

い
」「
ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に
応

援
し
た
い
」
と
い
う 
真
摯 
な
思
い
を

し
ん
し

形
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
泉
町
で
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
寄
付
金
を
「
平
泉
町
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
基
金
」
と
し
て
各
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
の�

―�
か
ら
ご
希
望
の
メ
ニ
ュ
ー
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。
ま
た
頂
い
た
寄
付

金
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
広
報
ひ
ら

い
ず
み
」
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
現
在
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
高
齢

者
福
祉
や
次
世
代
育
成
な
ど
に
つ
い

て
の
各
種
事
業
、子
育
て
支
援
事
業
、

障
が
い
者
福
祉
事
業
、
幼
児
施
設
の

整
備
、
学
校
施
設
の
整
備
な
ど
に
活

暖
化
防
止
や
水
源
養
成
な
ど
の
多
面

的
機
能
を
生
か
す
取
り
組
み
の
ほ

か
、
地
球
と
環
境
に
優
し
い
循
環
型

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
事
業
、

景
観
対
策
、
河
川
の
維
持
改
修
な
ど

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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水
稲
・
畜
産
・
果
樹
・
野
菜
・
花

栽
培
な
ど
農
業
振
興
、
松
く
い
虫
防

除
・
植
樹
・
間
伐
な
ど
林
業
振
興
、

地
場
産
品
を
活
用
し
た
伝
統
工
芸
育

成
・
空
き
店
舗
対
策
な
ど
商
工
振
興
、

観
光
客
を
温
か
く
迎
え
る
た
め
の
整

備
な
ど
観
光
振
興
の
各
種
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
泉
町
は　

世
紀
平
安
末
期
、
奥
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州
藤
原
氏
四
代
が
東
北
地
方
を
治
め

た
政
治
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、

そ
の
豊
か
な
文
化
遺
産
は
現
在
も

脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
特

色
あ
る
文
化
、
歴
史
、
風
土
な
ど
を

守
り
生
か
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
申
請
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
）

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
平
泉
町
総

務
企
画
課
へ
申
し
込
み
ま
す
。
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▽
寄
付
申
出
書
の
受
領
後
に
納
付

書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

▽
こ
の
納
付
書
（
振
込
取
扱
票
）

に
よ
り
、
最
寄
り
の
銀
行
か
ら
振
り

込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。（
口
座
振

込
、
現
金
書
留
、
現
金
持
参
に
よ
る
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手
続
き
も
で
き
ま
す
）

　

▽
受
領
を
確
認
後
、
領
収
書
を
発

行
（
郵
送
）
い
た
し
ま
す
。
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所
得
税
と
住
民
税
の
寄
付
金
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
、
ま
た
は
県
民
税
・
町
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
、
寄
付
金

税
額
控
除
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　

申
告
す
る
際
に
は
、
町
が
発
行
す

る
「
寄
付
金
受
領
証
明
書
」
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。「
寄
付
金
受
領
証
明

書
」
は
、
申
告
時
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
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　総務企画課　� somu@town.hiraizumi.iwate.jp
　�0191-46-5578（直通）　�0191-46-3080（代表）
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　税務課
　�0191-46-5563（直通）
　〒029-4192　岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山45-2

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成　

年
の
ユ
ネ
ス
コ
世
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界
遺
産
登
録
に
向
け
、「
平
泉

の
文
化
遺
産
」
を
皆
さ
ま
と

と
も
に
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
文
化
財
の
保
全
、
史
跡

整
備
等
の
事
業
、
芸
術
文
化

の
振
興
等
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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町
が
有
す
る
豊
か
な
森
林

資
源
を
活
用
し
た
、
地
球
温

町ふるさと応援寄付基金は、教育の
充実など各種事業に活用されます


